





























時間が有意に短かった (21.3hours±4.0 S.E.M. vs.
37.8hours±4.0 S.E.M., P＝0.01).臨床研究において消化


























治療前後約 3カ月に??F-FDG PET/CTを施行, 血清
CA値を測定した.最低 6カ月のフォローアップ後に,臨
床症状,??F FDG-PET/CT以外の画像所見により症例




平均 SUVmax (ASUV)・最大 5病変の平均 SUVmax
(ASUV5)・最も SUV値が高い病変の SUVmax(MSUV)
を検討した.
ASUV・ASUV5・CAは R群において治療後に減少,
NR群では上昇していた.R群とNR群間で,治療前後の
ASUV・ASUV5・CA変化に有意差を認めた (p＜0.05).最
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